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街なかにぎわい創出事業 福島市 ソフト 38,989 9,286

　再開発中の福島駅前の賑わい維持と交流・関係人口の拡大のため、駅
前の空きスペース（エスタビル）を、観光情報の発信や交流活動の場として
活用し、福島市のみならず、県北地域の観光の魅力を発信する事業を実
施した。。
①交流館企画等事業（来場者：２８，２２４名）
②駅前通り歩行者天国との連携・地下歩道との一体的活用

R4.4.1～R5.3.31 福島市
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デジタル変革推進事業 伊達市 ソフト 4,080 2,415

　デジタルデバイド解消のため、デジタルを活用した行政サービスの提供
し、市民の多様なライフスタイルに寄り添いながら、持続可能な地域社会を
構築する事業を実施した。
①デジタル活用サポーター育成講座（７月～８月　受講者：１７名）
②スマホ教室（９月～翌２月　受講者：延べ２８７名）

R4.4.1～R5.2.28 伊達市
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元気発信！国際交流都市もと
みや創造プロジェクト

本宮市 ソフト 22,149 9,286

　新型コロナウイルス感染症拡大により活動が停滞している市内の文化活
動や経済活動を活性化させ、持続可能な地域の活性化を図るため、英国
との交流を通じた事業を実施した。
①英国庭園フラワーフェスティバル等の英国文化普及促進事業（５月２８日
～１１月６日　合計参加者：３，９００名）
②英国風メニュー創作等の地域経済活性化事業（４月４日～８月３１日）
③英国生徒との国際文化交流・日本文化振興事業（１０月１７日～１０月２１
日）

R4.4.1～R5.2.22 本宮市
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桑折町阿武隈川多目的親水公
園利用促進事業

桑折町 ソフト 1,848 1,275

　交流人口の拡大と地域活性化のため、桑折町の親水護岸に新たに完成
する広場においてイベントを開催し、町内外に向けて広場を中心としたア
ウトドアイメージや地域の魅力を発信した。
①「ピーチリバーク１５７」オープニングイベント（７月３０日　参加者：約４００
名）
②雑誌等での情報発信

R4.4.1～R5.3.31 桑折町
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「こおり健康楽会」による健康環
境整備事業

桑折町 ソフト 4,679 2,885

　町民の健康意識の底上げや健康まちづくり・健康寿命の延伸のため、医
学産官民が一体となり、健康イベント等を実施し、町民の健康に対する関
心の向上を図った。
①「こおりヘルスアップDAY」の実施（１１月６日　参加者：１，０００名）
②「ウォーキングチャレンジ事業」の実施（９月３日～１２月１０日　参加者：５
０名）
③著名人による運動への意識付け講習会等の実施

R4.4.1～R5.3.31 桑折町
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官民連携による産業再生事業 国見町 ソフト 8,000 5,286

　産業振興のため、官民連携により、町内産業を担う意欲的なプレイヤー
の育成・発掘を行い、担い手・後継者不足の解決を目指す事業を実施し、
新たな移住者の確保や生活空間の良質化を図った。
①空き家サイトへの情報発信
②リノベーション先進事例の講演会

R4.4.1～R5.2.28 国見町

実施場所
分
野

（県北地方振興局）

備考
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オールかわまたで魅力発信！
かわまたまるごと体験プロジェク
ト

川俣町 ソフト 5,100 3,825

　交流人口及び関係人口の拡大のため、川俣町の地域資源や魅力を発
信する拠点となっている道の駅を中心に、町の魅力等を広く発信し、来町
者増加につながる事業を実施した。
①道の駅まつりinかわまたの開催等の魅力発信事業（５月２日～３月５日
総来場者：１，９８５名）
②スタンプラリー等の里山魅力発信事業（８月６日～１０月３１日　参加者：４
０名）

R4.4.1～R5.3.31 川俣町
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再生可能エネルギーを核とした
農福連携推進プロジェクト

大玉村 ソフト 10,161 7,221

　東日本大震災及び原子力災害からの復興再生・持続可能な地域づくり
のため、再生可能エネルギーを活用した農福連携事業を検討・展開し、障
がい者の就労機会確保や協働によるコミニティ活性化につながる事業を実
施した。。
①検討委員会等の実施
②再生可能エネルギーを核とした農福連携推進事業基本構想の策定

R4.4.1～R5.3.31 大玉村
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元気づくりシステム事業 大玉村 ソフト 2,200 1,638

　高齢者が元気で幸せに暮らすことに主眼を置き、元気に互いを支えあう
地域づくりのため、一般社団法人元気づくり大学が提供する政策ツールで
ある「元気づくりシステム」を活用し、身近な場所に住民主体の通いの場を
設け、運動による元気づくりの取組を実施した。
①元気づくりシステムコーディネーター養成（養成数：１名）
②元気づくりシステム事業（実施回数：１９０回　参加者：１，０７３名）

R4.4.1～R5.3.31 大玉村
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食の基本推進事業 大玉村 ソフト 582 435

　食の基本＝バランスの良い食事「主食・副食・主菜」＋減塩キャンペーン
として、野菜摂取の充足度測定（ベジチェック）等を実施し、健康意識の向
上や食習慣、野菜不足の改善、生活習慣病の予防・重症化予防を図っ
た。
①幼児健診、子宮がん検診を活用しての測定会
②ベジチェック測定会（測定者：７４８名）
③イベント時同時開催健康ブースの設置（８月７日、１０月１６日）

R4.4.1～R5.3.31 大玉村

（県北地方振興局） 10件 97,788 43,552累計


